
いよいよ夏休み
学校長 渡 辺 敬 方

いよいよ明日から夏休みとなります。いつもとは違い、遅く始まります。1学期のはじめはコロナ禍の関

係で学校を休業しなければならない事態になり、そのため生徒たちは家庭で過ごすことになりました。その

休んでいる間の授業を補うため終業式を遅らせることになりました。例年とは違い、夏休みは少なくなって

しまいましたが大いに思い出をつくり楽しい期間にしてもらいたいと思います。

さて、これから紹介する「子育て四訓」は、山口県の方が長い教員経験を踏まえてまとめたものです。かつ

て校内暴力や破壊行為、問題行動などで、教育現場にとって苦難の時代がありました。その中で、さまざま

な子どもたちの家庭や親子関係を見ると、その問題行動が人間愛、親子愛の欠落に起因している部分が多い

と痛感したそうです。夏休みを前にあらためて親として、学校として、地域社会として親子の関係を見直す

ことが大切な時間と言えます。

≪子育て四訓≫

１ 乳児はしっかり肌を離すな

２ 幼児は肌を離せ、手を離すな

３ 少年は手を離せ、目を離すな

４ 青年は目を離せ、心を離すな

中学校の時期はとりわけ「少年は手を離せ、目を離すな」の時期でしょう。中学生は家族、友人、地域な

ど、他者とのかかわりのなかで社会性が育つ時期です。ここではしっかり手を離して活動範囲を広げてやる

必要があります。

一方、この時期は成長とともに子どもが親に反抗するなど心が不安定になりがちな時期です。このことは、

親や友人に「こちらを向いてほしい」というメッセージを送っているのかもしれません。それは成長の過程

であり、親としてはしっかりと子どもに向き合い、共に成長することを心がける時期なのかもしれません。

もちろんこの「四訓」の言葉だけで言い尽くされ、うまくいくものではありません。しかし、1学期間の

振り返りとこれからのヒントになるものでしょう。

また、保護者の皆さま、地域の皆さまには 1学期中は穂別中に対しまして、多大なご理解ご協力を賜り、

深く感謝申し上げます。家庭、地域、学校が互いに連携・協力し、「未来の宝」である子どもたちを共に育て

ていきたいと思います。

○陸上 ８月 ２日（日） 中学生通信陸上競技大会 苫小牧緑ヶ丘陸上競技場

○陸上 ８月２２日（土） 陸上新人戦（３年生の部あり） 苫小牧緑ヶ丘陸上競技場



７月１６日、ＫＤＤＩの浅見洋

さんと人権擁護委員の新谷育子さ

んを講師にお迎えし、浅見さんからはＳＮＳについて、新谷さんからは

人権意識について講演して頂きました。ＳＮＳトラブルや人権の問題な

ど人との関わり方から人権を考える貴重な時間でした。

生徒の感想では、「スマートフォンの使い方を気をつける」「人権の

ことを考えよう」などあり、とても有意義な講演となりました。

７月９日に、ボランティア清掃を行いました。この授業は、勤労奉仕

作業を体験することで「ボランティア」について理解を深め、豊かな心

を育むことを目的にしています。縦割りグループに分かれて、３年生を

リーダーとして穂別町内の清掃活動を行いました。各グループは暑い中

にもかかわらず、地域のためにたくさんのゴミを拾ってきました。

７月１１日に、陸上部とバドミントン部の３年生大会が行われました。

中体連大会はコロナの影響で中止となりましたが、３年生は、部活動の

集大成として持てる力を存分に発揮していました。３年生は、この大会を

区切りとして、２学期から進路実現に向けて邁進してほしいと思います。

今月２０日のＰＴＡ役員会・委員総会では、お忙しい中にもかかわらずご協力いただきました皆様、誠に

ありがとうございました。２学期からのＰＴＡ活動開始に向けて有意義な話し合いができました。

さて、明日から生徒たちが楽しみにしていた夏休みが始まります。夏は人の心を開放的にする季節ですが、

ついそうした気分から引き起こされる痛ましい交通事故や水の事故が後を絶ちません。学校としましては、

全ての生徒に楽しく安全な夏休みを過ごしてほしいと願っています。つきましては、町から配布されている

『夏休みのきまり』や学校からの『充実した夏休みを過ごすために』をお子さんと一緒に確認して頂きたく、

お願い申し上げます。万が一、休み中に事故等がありましたら、学校までご一報下さい。

学校閉庁日のおしらせ 夏休み中の８月１３日～１６日は、学校閉庁日となり、職員

は出勤しません。緊急の場合は下記へご連絡下さい。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

〈学校閉庁日の緊急連絡先〉 むかわ町生涯学習課（むかわ町役場） ０１４５－４２－２４８４

教育振興室（穂別総合支所） ０１４５－４５－２１１３


